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幾
つ
も
の
肩
書
き
を
持
つ
菊
地
さ
ん
が
２

０
１
０
年
４
月
資
本
金
百
万
円
で
起
業
し
た

の
が
合
同
会
社
V
A
L
N（
バ
ル
ン
）。出
産
・

子
育
て
の
た
め
に
キ
ャ
リ
ア
を
断
念
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
女
性
た
ち
の
潜
在
能
力
や
、地
域

の
中
で
自
分
ら
し
く
働
き
た
い
女
性
た
ち
の

プ
チ
起
業
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
び
、大
き
く

社
会
に
貢
献
で
き
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
目

指
し
て
い
ま
す
。合
同
会
社
と
し
た
の
は
自
立

し
た
個
人
事
業
主
の
各
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
お

互
い
に
活
用
す
る
た
め
。

菊
地
さ
ん
の
経
歴
を
伺
い
ま
し
た
。大
学
を

出
て
大
手
化
粧
品
会
社
に
就
職
。商
品
企
画

や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
華
や
か
な
業
務
を

思
い
描
い
て
い
た
の
に
配
属
は
労
務
課
。

「
一
日
で
嫌
に
な
っ
て
」１
年
で
退
社
。「
手
に

職
」を
と
、専
門
学
校
で
学
び
直
し
、26
歳
で
イ

ン
テ
リ
ア
の
仕
事
に
就
き
ま
し
た
。そ
の
１
年

後
に
は
全
国
の
住
宅
展
示
場
の
イ
ン
テ
リ
ア

を
手
掛
け
る
会
社
の
取
締
役
に
大
抜
擢
。仕

事
が
面
白
く
30
歳
で
フ
リ
ー
に
転
身
。35
歳
で 

（
株
）ア
ロ
マ
イ
ン
デ
リ
ア
を
興
す
ま
で
は
順
風

満
帆
。こ
の
時
期
、キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
目
指
す

女
性
支
援
の
研
修
企
画
や
セ
ミ
ナ
ー
開
催
も

手
が
け
ま
す
。　

と
こ
ろ
が
40
歳
で
思
い
も
か
け
ず
病
に
。１

年
間
働
け
な
か
っ
た
期
間
、「
ひ
と
り
で
は
な

く
チ
ー
ム
で
」を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
菊
地

さ
ん
。思
え
ば
、自
分
は
大
田
区
生
ま
れ
の
大

田
区
育
ち
、地
域
の
た
め
に
役
に
立
ち
た
い
と

の
気
持
ち
を
強
め
ま
す
。

そ
ん
な
折
、エ
セ
ナ
お
お
た
で
の「
子
育
て

家
族
応
援
わ
い
わ
い
E
X
P
O
２
０
０
９
」

実
行
委
員
長
を
務
め
る
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し

た
。続
い
て
プ
チ
起
業
講
座
の
講
師
も
務
め
、

「
社
会
参
画
は
し
た
い
、で
も…

」と
い
う
マ
マ

た
ち
の
実
情
を
知
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

事
業
継
承
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
工
場
、元

気
の
な
い
商
店
街
な
ど
、地
域
の
課
題
解
決
に

向
け
て
、こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
幅
広
い
人
脈

と
女
性
た
ち
の
力
を
束
ね
、そ
れ
を「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
な
く
ビ
ジ
ネ
ス
に
し
た
い
」と
熱
く

語
る
菊
地
さ
ん
。目
下
、蒲
田
の
商
店
街
空
き

店
舗
を
利
用
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
＆
イ
ン
キ
ュ

ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
設
立
の
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ
な
ぐ

女
性
起
業
家
を

菊
地
真
紀
子
さ
ん

合
同
会
社
V
A
L
N
代
表

仕
事
絶
頂
期
の
病
気
が
転
機
に

セミナーでネッワークづくり

　参加者たちが「起業」を考える理由は様々ですが次の２つに集約されるようです。

　漠然とした自分の「夢」の先にある起業を具体化したい。そのためにはじっとしていて
は駄目と、女性たちがまず選ぶのは「学ぶ」こと。
　定員３０名に対し９０名近い応募があったのは「プチ起業家になるためのファースト
ステップセミナー」。２０１１年末にエセナおおたで開催された４回連続講座は、区民
との協働事業の一環として、特に区民の自主活動の育成と男女共同参画の実現を目的
とした講座実施を支援しようと大田区が公募したものです。

　「４人の講師の方がとても身近になり、目標となりました」という感想も聞かれ、「起業」
のヒント以外にも、「起業」のロールモデルを参加者は求めているようです。起業する意
思のはっきりしている人も漠然としている人も、同じように講師たちの起業への情熱に
刺激され、グループワークで自分の「夢」を口にすることでお互いに刺激し合い、起業を
具体化する最初の一歩の手掛かりを見つけました。一個人ではハードルが高いけど、
仲間と一緒なら挑戦できると勇気をもらった人もいたでしょう。講座後、お互いのネット
ワークを大切にしようと、有志で情報交換の場や学習会、親睦会、わいわいフェスタやエ
セナフェスタでの出店など、さまざまな企画や実施に向けて活動を始めるなど、多くの人
にとって、講座の終了は到達点ではなく、出発点となっていたようです。
　女性の起業への興味関心が高い今、男女共同参画の視点を持ったこうした起業支援
講座への期待がますます膨らみます。

①家庭と仕事を両立する働き方で自己実現をしたい
②生活の中の不便さや困ったことを解決するアイデアをビジネスにしたい


